
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○届出の手引きの構成 

１．届出を要する地域 ................................. P.1 

２．届出を要する行為・規模 ........................... P.2 

３．届出の流れ ....................................... P.3 

４．届出などに必要な書類・記入例 ..................... P.4 

５．色彩に係る行為の基準 ............................. P.8 

別添：様式集 

 

○届出書の提出先 

・受付の担当窓口は伊那市役所建設部都市整備課となります。 

・所定の様式に必要な事項を記入し、図面等必要書類を添付して、担当窓口に提出してください。 

・手数料等は無料です。 

 

 

○問い合わせ 

伊那市 建設部 都市整備課 計画係 

〒３９６－８６１７ 伊那市下新田３０５０番地 

電話：０２６５－７８－４１１１（内２５２１）  ＦＡＸ：０２６５－７８－８１００ 

メール：tos@inacity.jp 

 

 

伊那市景観計画に基づく 

届出の手引き 

令和３年１２月 

 



１． 届出を要する地域 

 

 届出の対象となる区域（景観計画区域）は伊那市全域とします。 

土地利用と景観特性に応じて、四つの面（市街地、田園、山地・森林、山岳・自然公園）と

三つの軸（沿道、河川、河岸段丘）に区分します。また、西箕輪地区は「景観形成重点地

区」となります。 
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２． 届出を要する（対象）行為・規模 

 

届出を要する対象の行為については、下記の一覧表を確認してください。 

 

 

  

高さ13ｍを超えるもの 高さ13ｍを超えるもの

床面積の合計が30㎡を超えるもの 床面積の合計が20㎡を超えるもの

(2) 　建築物
○外観を変更することとなる修
繕・模様替・色彩変更

変更に係る面積が100㎡を超えるもの 変更に係る面積が25㎡を超えるもの

高さ10ｍを超えるもの 高さ5ｍを超えるもの

築造面積30㎡を超えるもの 築造面積20㎡を超えるもの

(4) 電気供給施設等（※2）
○新築・増築・改築・移転
○外観を変更することとなる修
繕・模様替・色彩変更

高さ15ｍを超えるもの 高さ8ｍを超えるもの

高さ10ｍを超えるもの 高さ5ｍを超えるもの

築造面積1,000㎡を越えるもの 築造面積1,000㎡を越えるもの

面積1,000㎡を超えるもの 面積300㎡を超えるもの

生じる法面・擁壁高さ2mを超えるもの 生じる法面・擁壁の高さ2ｍを超えるもの

面積1,000㎡を超えるもの 面積300㎡を超えるもの

生じる法面・擁壁の高さ２ｍを超えるもの 生じる法面・擁壁高さが2ｍを超えるもの

堆積高さ3ｍを超えるもの 堆積高さ3ｍを超えるもの

面積300㎡を超えるもの 面積100㎡を超えるもの

(9)
(1)から(5)までの建築物・
工作物に表示・設置され
る特定外観意匠(※４)

○外観における公衆の関心を
引くための形態・色彩、その他
の意匠

面積10㎡を超えるもの 面積3㎡を超えるもの

プラント類

自動車車庫

貯蔵施設類

処理施設類

（※2） 電気供給施設等

（※3） 土地の形質の変更

（※4） 特定外観意匠

（※5） 木竹の伐採

景観法等に基づく届出の必要な行為及び規模

番号 行為の種類 一般地域（西箕輪地区除く伊那市全体） 西箕輪景観形成重点地区

(1) 　建築物 ○新築・増築・改築・移転

(3)
プラント類・自動車車庫・
貯蔵施設類・処理施設類
（※1）

○新築・増築・改築・移転
○外観を変更することとなる修
繕・模様替・色彩変更

(5)
(3)から(4)まで以外の工
作物

○新築・増築・改築・移転
○外観を変更することとなる修
繕・模様替・色彩変更

(6) 土地
○形質変更（※3）
（土石の採取・鉱物の掘採を
除く。）

(7) 土地 ○土石の採取・鉱物の掘採

(8) 屋外 ○物件の堆積

行　　　　　　　　　　為 河岸段丘

木竹の伐採（※５） 伐採する斜面の面積が500㎡を超えるもの

（※1）

コンクリートプラント、クラッシャープラント、その他これらに類するもの

建築物とならない機械式駐車装置等の自動車車庫の用途に供する施設

飼料、肥料、石油、ガス等を貯蔵する施設

汚物処理場、ごみ焼却場、その他の処理施設

電気事業法（昭和39年法律第170号）第2条第9号に規定する「電気事業」のための施設、又は電気通信事業法（昭和59年法
律第86号）第2条第1号に規定する「電気通信」のための施設

都市計画法第4条第12項に規定する開発行為、及び景観法施行令第4条第1項に規定する土地の形質の変更

営利を目的としないもの及び表示期間が３０日以下のものを除く

枯損木竹の伐採、間伐等の樹木の保育のために通常行う管理行為は除く

２ 



３． 届出の流れ 

 

問い合わせ・事前協議（助言）
届出の要否、景観計画の内容等についてご相談ください。

景観計画区域内行為届出書（様
式第１号）

適合審査
景観形成基準に適合するか審査し
ます

適合 不適合

指導 応じない場合
勧告・変更命令※３

景観形成基準に適合した
計画の変更

景観計画区域内行為適合
通知書（様式第７号）

景観形成住民協定地区※２
においては事前に地元住民協定者
会と協議を行ってください。

景観審議会意見
必要に応じ助言・指導を行う

※１　大規模行為は伊那市景観条例に定める以下の行為です。
・延べ床面積3,000㎡を超える建築物の建築等
・高さ30ｍを超える工作物の建設等

※２　景観形成住民協定地区（１３地区）
地域住民の方々が良好な景観の形成を目指して、一定の区域の建物や工作物の色彩や形態など
の外観、緑化などについて自主的にルールをつくり協定として締結するものです。
詳細については都市整備課へお問い合わせください。
城下町高遠・まちづくり協定、美しいまち暁野区景観形成住民協定、青島区田園地帯景観形成住民
協定、未来通り住民協定、美しい勝間景観協定、中条ふるさとづくり協定、上山田地区金井河原田園
地帯景観協定、美原区景観形成住民協定、下山田河原地区田園地帯景観協定、小原景観協定、西
箕輪ふるさと景観住民協定、御園区内原地区景観形成住民協定、福島地区景観育成住民協定

※３　景観法に基づく罰則があります
届出違反に対する罰則：３０万円以下の罰金
変更命令に従わなかった場合の罰則：５０万円以下の罰金、原状回復命令
原状回復命令に従わなかった場合の罰則：一年以下の懲役又は、５０万円以下の罰金

他の法令手続等も併せ
て行ってください

市が届出書を受理した日
から３０日間（最大９０日
間）経過した後でなけれ
ば、届出に係る行為に着
手できません。
ただし、適合通知日以降
であれば着手可能です。

行為の着手

大規模行為事前協議書（様式第３号）※１

30
日
以
上

30
日
以
上

３ 



４． 届出などに必要な書類・記入例 

 

伊那市景観計画に基づく届出は、下記に示す図書を添付してください。 

 

○ 必要部数 

・所定の届出書とともに、２部提出してください。 

○ 必要書類 

・所定の様式に必要な事項を記入し、図面等の必要な書類を添付して提出してください。 

景観計画区域内行為届出書（様式第１号）・・・・通常使用する様式 

景観計画区域内行為変更届出書（様式第２号）・・様式第１号を届出た後に、行為が変更になった場合の様

式 

大規模行為事前協議書（様式第３号）・・・・・・大規模行為（本手引きＰ３参考）を行う場合の様式 

景観計画区域内行為通知書（様式第４号）・・・・国の機関又は地方公共団体が行う場合の様式 

 

 

※１ 行為の規模が大きいため適切に表示できない場合には、当該行為の規模に応じて、市長が適切と

認める縮尺の図面をもってこれらの図面に替えることができます。 

※２ 配置図、立面図、断面図等に面積、高さ、長さ等を記入してください。 

※３ チェックシートは、届出の内容の精度向上と事務効率のためのものです。届出書類と共に提出し

ていただきますようご協力ください。 
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建築物の建築等又は
工作物の建設等

○ ○ ○ ○ ○

開発行為等（土石等の
採取又は鉱物の採取を除く）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

開発行為等のうち土石等の
採取又は鉱物の採取

○ ○ ○ ○

木竹の伐採 ○ ○ ○ ○

屋外における土石、廃棄物、
再生資源その他の物件の堆
積

○ ○ ○ ○

※２　色彩は、マンセル値により表示してください。

届出に必要な図書等（伊那市景観条例施行規則第５条関係）

※１　行為の規模が大きいため適切に表示できない場合には、当該行為の規模に応じて、市長が適切と認
　　　める縮尺の図面をもってこれらの図面に替えることができます。

４ 

http://www.city.aomori.aomori.jp/toshi/k_daikibo043.pdf
http://www.city.aomori.aomori.jp/toshi/k_daikibo044.pdf


 

 

 

 

 

 

 

  

種類 図書に明示する事項 備考

位置図 方位、施行箇所、道路、目標となる土地建物 縮尺2,500分の1以上

配置図
方位、敷地境界線、敷地内の建築物等の位置及び規
模、敷地に接する道路の位置及び幅員、植栽計画

縮尺100分の1以上

立面図
彩色が施された２面以上の図面（正面、側面等）、主要部
分の仕上材及び色彩、開口部、附属設備、軒等の位置
及び形状

縮尺50分の1以上

現況図

土地利用計画図

造成計画平面図

造成計画断面図

擁壁の断面図

設計図又は施工方法を明ら
かにする図面
（土石等の採取又は鉱物の
掘採）

方位及び行為後の法面、擁壁その他構造物の位置、種
類及び規模、植栽計画（採石法（昭和25年法律第291
号）による許可申請の添付図書に準じて作成すること。）

縮尺200分の1以上

設計図又は施工方法を明ら
かにする図面
（木竹の伐採）

方位、伐採区域、伐採する木竹の種類及び高さ、伐採面
積（斜面の長さ、延長）、伐採後の措置状況を示したもの

縮尺200分の1以上

設計図又は施工方法を明ら
かにする図面
（物件の堆積）

方位、境界線、敷地に接する道路の位置及び幅員、集積
又は貯蔵する位置、面積及び高さ、遮へい物の位置、種
類、構造及び規模

縮尺200分の１以上

現況写真
行為地及び周辺の状況が分かるカラー写真（撮影方向を
配置図に示すこと）

２方向以上

２　色彩は、ﾏﾝｾﾙ値（日本工業規格Z8721に定める色相、明度及び彩度の３属性の値）により表示する。

３　植栽計画とは木竹の位置、種類、高さ及び本数をいう。

添付図書　※伊那市景観条例施行規則　別表（抜粋）

方位、行為の法面、擁壁その他の構造物の位置、種類
及び規模、植栽計画（都市計画法施行規則（昭和44年建
設省令第49号）第16条第4項の規定に準じて作成するこ
と。）

１　行為の規模が大きいため適切に表示できない場合には、当該行為の規模に応じて、市長が適切と認める
    縮尺の図面をもってこれらの図面に替えることができる。
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様式第１号（第５条関係） 

景観計画区域内行為届出書 

 

3年 12月 1日 

伊那市長  様      

 

住  所 

電話番号 

氏  名                    

                     法人にあっては、主たる事務所の 

所在地及び名称並びに代表者の氏名 

 

 景観法第 16 条第１項の規定により、次のとおり届け出ます。 

 

行 為 の

場所 

伊那市 西箕輪 ○○○○ 番地 

景観形成重点地区（   西 箕 輪  ）・一般地域 

景観計画地域 

区分（面） 

景観形成重点地区 

  ☑田園   □沿道   □山地・高原 

一般地域 

  □市街地  □田園   □山地・森林 

景観計画地域 

区分（軸） 
☑沿道   □河川   □河岸段丘 

行 為 の

種類 

建  築  物 

用   途 工場 

区   分 
新築・増築・改築・移転 

外観の変更（修繕・模様替・色彩変更） 

規   模 

建 築 面 積  450㎡ 

延 べ 床 面 積   400㎡ 

高      さ     5ｍ 

外 観 変 更 面 積         ㎡ 

特定外観意匠面積 11 ㎡ 

工  作  物 

 

種類・用途 太陽光発電施設 

区   分 
新設・増築・改築・移転 

外観の変更（修繕・模様替・色彩変更） 

規   模 
築 造 面 積   1,000㎡ 

高      さ       3ｍ 

記入例 

行為を行う者の氏名を 

記入してください。 

西箕輪地区の場合は、「景観形成

重点地区」に○をし、（ ）欄に西

箕輪と記入してください。 

西箕輪地区以外の場合は「一般地

域」に○をしてください。 

該当する行為に○を

付けて、必要な項目

を記入してくださ

い。 

複数の行為につい

て、同時に届出も可

能です。 

該当する項目

に☑してくだ

さい。 

本手引き P１

や景観計画第

２章を確認く

ださい。 

届出部数は２部です 

６ 



長      さ         ｍ 

特定外観意匠面積         ㎡ 

 

土地の形質の変

更 

種   類 
法第 16 条第１項第３号・政令第４条第１

号 

目   的  

規   模 

面 積         ㎡ 

法面又は擁壁の高

さ及び長さ 

高さ      ｍ 

長さ      ｍ 

木竹の伐採 規   模 面      積         ㎡ 

屋外における物

件の堆積 

種   類  

規   模 
面 積         ㎡ 

高      さ         ｍ 

行為の期間 着手予定日 4年 1月 10日 完了予定日 4年 3月 30日 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計又は施工

方法 

当届出行為の設計主旨等で、特に景観に配慮した概要を記入してくだ

さい。 

当該敷地は、周辺環境との調和をコンセプトとし、既存の樹木を残

す配置計画とした。 

良好な景観形成の

ために特に配慮し

た事項 

景観形成基準に照らして、特に配慮した事項を具

体的に記入してください。 

・沿道景観に配慮して、道路から○ｍ後退した。 

・色彩は、周囲の建物と調和するように彩度を６

以下とした。 

・農地や道路など外部から見える敷地境界には

植栽を行い、緑化に努めた。 

設計者等 

住 所 
郵便番号    電話番号 

396-0000    0265-78-41111 

氏 名 

（代理者） 

○○建築 

（設計課 伊那 太郎） 

（備考） 

１ 氏名（法人にあっては、代表者の氏名）を自署する場合においては、押印を省略することができ

ます。 

２ 行為の種類欄は、該当する部分のみ記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

法第 16 条第 1 項第 3 号とは「都市計画法の開発行為に係る形質の変

更」政令第 4 条第 1 号とは「土地の開墾・土砂の採取等その他」 

開発行為等を行う面

積としてください 

届出の内容が確認

できる方の氏名・

連絡先・住所を記

載してください。 

※お願い 

行為の場所が景観形成住民協定地区の場合は、該当する協定者会への協議を事前にお願いします 

届出日から 30日以降の月日と

してください。 

「○○に配慮した。」

「○○と調和した。」

等の記載ではなく、

「○○との連続性を

意識し、○○とし

た。」「周囲が○○の

ため、○○と調和し

た意匠とした。」など

具体的に記入してく

ださい。 

７ 



５．色彩に係る行為の基準 
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